
▽
地
域
・
市
民
の
参
加

■
住
民
主
体
の
地
域
密
着
型
公

園
整
備
お
よ
び
環
境
改
善
事
業

▽
居
住
者
・
漁
業
者
と
共
存
す

る
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

■
自
然
や
生
物
、
人
に
や
さ
し

い
湖
畔
環
境
の
維
持
・
創
設

▽
自
然
環
境
の
保
全
、
環
境
に

配
慮
し
た
整
備
を
選
択
し
ま
す
。

■
現
在
の
状
況
や
周
辺
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
環
境
形
成
・
土
地

利
用

▽
優
れ
た
風
土
・
資
源
を
有
効

活
用
し
ま
す
。

▽
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
Ａ

〜
Ｇ
ブ
ロ
ッ
ク
を
整
備
し
ま
す
。

提
出
方
法

様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

資
料
配
布
場
所
　
▽
市
役
所
１
階

総
合
案
内
所
▽
市
役
所
４
階
公
園

街
路
課
▽
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
鳥
取
駅
構
内
）
▽
鳥
取
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
表
紙

下
段
）

提
出
期
限

12
月
30
日
（
日
）

提
出
先
　
▽
郵
送
／
公
園
街
路
課

（
q
20
―

３
２
８
７
）
▽
フ
ァ
ッ

ク
ス
／
20
―

３
０
４
８
▽
電
子
メ

ー
ル
／public-c@

city.tottori.
tottori.jp

ご
意
見
の
あ
て
先
は

こ
ち
ら
で
す

湖山池の優れた景観を県内外に幅広く知ってもらうた
め、特に優れた景観地の保護・保全を行うとともに、眺
望ポイントを「湖山池八景」として制定し、整備してい
きます。遠景、近景、季節は問いません。なお、眺望ポ
イントからの写真、ポイントの地図、推薦理由など選考
のときに参考となるものがあれば添付してください。
提出方法　郵便・ファックス・電子メ－ルのいずれ　

かでご応募ください
提出期限　12月30日（日）
提 出 先　　郵送／公園街路課（q20―3287）

ファックス／20―3048 電子メール／
public-c@city.tottori.tottori.jp

選出方法　湖山池周辺地域公園基本計画策定委員会　
で選考します

ブロック別整備基本方針の主なもの

▽
▽ ▽

⑦　とっとり市報

（
青
島
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

ブロック 整 備 基 本 方 針

（
松
原
・
金
沢
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

（
福
井
）

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

青島花の島探検ブロック

●子どもだけではなく大人を対象とする「探検心をく
すぐる」魅力ある公園島とする。

●サクラ並木や草花による四季ごとのインパクトある
「花の島」を創出する。
●山林を整理し、開放的景観づくり、頂上部の眺望が
利く明るい公園を再整備する。

保養健康ブロック

●自然歴史文化保全エリアにおける利用拠点地区とし
て、既存施設を活用して宿泊、保養、機能を充実さ
せ、吉岡温泉の水辺地区、玄関口の形成を図る。

●水辺の散策路などを利用、地区内施設連携を図り、
一体感のある水辺空間を創出する。

歴史自然体感ブロック

●ハス群落をアピールし、もっと身近でハスや水生植
物を鑑賞しやすい整備を行う。

●水辺の豊かな自然環境、歴史環境を活用した、環境
教育・学習の場とする。

（
三
津
）

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

ブロック 整 備 基 本 方 針

（
湖
山
町
西
）

Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

（
湖
山
町
南
）

Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク

伝統文化保全創出ブロック
●「石がま」を保全・復元し伝承するため、ＰＲ活動を強化し、個性と伝統が際
立つ美しい水辺景観を創出する。護岸の多自然型化を進める。

●「石がま漁体験」など「石がま」を利用したイベントを継続開催し、それに対
応できる広場や園路、管理、便益施設を整備確保する。（石がまトラストとの
連携）

●背後の山などにアクセスと展望台を整備し、湖山池眺望の最良眺望点とする。

スポレク遊水ブロック
●学生や若者の交流拠点として、カヌー・ヨットなど水上レクリエーションをは
じめ、スケートボード場など他の都市公園にないスポーツの拠点として整備を
図り、賑わい・活気ある水辺空間、公園を創出する。

●県道・ＪＲからの景観に配慮し、開放的で広々とした空間とすることにより湖
山池をより引き立てる景観を創出する。

水辺田園保全ブロック
●市街地における水辺の自然、農地として現環境を保全する。
●水辺に散策ルートを設けず、農地と共に保全し、水際の自然を維持する。

（
布
勢
・
西
桂
見
）

Ｇ
ブ
ロ
ッ
ク

憩い・くつろぎブロック

●お花畑の整備維持管理への住民参加方策の検討。
●布勢総合運動公園、出合いの森など、周辺施設との連携を図った利用促進を行う。
●日常的な都市住民の憩い、くつろぎの場として整備し、利用を定着させる。


